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■
中
央
図
書
館

【
休
館
期
間（
予
定
）】９
月
12
日（
火
）

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

○
中
央
図
書
館
は
9
月
12
日
か
ら
約

1
週
間
の
引
越
作
業
を
経
て
、
奈

良
カ
エ
デ
の
郷
ひ
ら
ら
（
菟
田
野

古
市
場
）
に
一
時
移
転
し
ま
す
。

※
9
月
12
日
か
ら
、
約
1
週
間
、
蔵

書
や
図
書
館
シ
ス
テ
ム
移
転
の
た

め
、
両
図
書
館
と
も
休
館
す
る
予
定

で
す
。

○
４
月
か
ら
は
、
通
常
ど
お
り
中
央

図
書
館
で
開
館
す
る
予
定
で
す
。

○
工
事
期
間
中
、
中
央
図
書
館
前
返

却
ポ
ス
ト
が
、
宇
陀
市
役
所
の
駐

輪
場
前
に
移
転
し
ま
す
。
ま
た
、

ご
予
約
の
受
け
取
り
が
、
生
涯
学

習
課
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
引
越
し
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

問
中
央
図
書
館

（
☎
82
・
４
７
４
９
／
IP
☎
88
・
９
１
１
０
）

工事は９月中旬～翌３月末まで（予定）

施
設
大
規
模
改
修
工
事
に
伴
い

中
央
図
書
館
と
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
を
休
館
し
ま
す

■
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー（
貸
館
業
務
）

【
休
館
期
間（
予
定
）】９
月
23
日（
土
）

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

〇
期
間
中
、
館
内
、
駐
車
場
な
ど
敷

地
へ
は
全
面
立
入
で
き
ま
せ
ん
。

〇
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
の
予
約

に
つ
い
て
は
、
同
2
月
1
日
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
榛
原
総
合
セ

ン
タ
ー
以
外
の
公
共
施
設
で
従
来

ど
お
り
受
付
を
再
開
し
ま
す
。

〇
期
間
中
は
休
館
と
な
り
ま
す
。
貸

館
に
つ
い
て
は
、
他
の
市
公
共
施

設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

来年4月〜
全国で

 国民健康保険制度 が
 変わります！

財政の仕組みは変わりますが、国保の手続き
や保険料（税）の納付方法は変わりません。

・各種申請や届出は、これまでどおり市役所が窓
口となります。

・保険料（税）は、これまでどおり市役所へ納め
ていただきます。

・医療機関での負担割合は変わりません。
・病院などで受診されるときの保険証の使い方に
も特に変更はありません。

どう変わるの？
▶国の責任として約 3,400 億円の追加的な財政支援（公費
拡充）を行います。
▶都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険者となり、
それぞれの役割を担います。

何が変わるの？
▶来年度から、都道府県も国民健康保険の保険者となります。
（資格や保険料（税）の賦課・徴収などの身近な窓口は、引
き続き、お住まいの各市町村です。）

問 保険年金課（☎ 82・3672 ／ IP ☎ 88・9086）
問 奈良県保険指導課　新国保制度準備係
　　（☎ 0742・27・8547）

都道府県

運営方針の策定
（県内の統一的方針）

市町村

市町村

市町村

都道府県で決定された
国保事業費納付金を
各市町村が納付

保険給付に必要な費用
を、全額、各市町村に
支払う（交付金の交付）

都道府県 市町村
・財政運営の責任主体 ・国保事業費納付金を都道府県

に納付
・国保運営方針に基づき、事務の

効率化、標準化、広域化を推進
・資格を管理（被保険者証等の

発行）
・市町村ごとの標準保険料（税）

率を算定・公表
・標準保険料率等を参考に保険

料（税）率を決定し、 保険料（税）
の賦課・徴収

・保険給付費等交付金の市町村
への支払い

・保険給付の決定、支給

都道府県と市町村の役割分担は？

国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、
都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました。

※これは、後期高齢者医療制度に
   ついての制度変更ではありません。

※制度見直しの詳細については、現在国でも検討されており、
　それに合わせ今後、県・市町村で検討協議を進めていきます。

奈良カエデの郷ひらら
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マイナンバーカード総合サイト

　

理
本
基
の
り
く
づ
ち
ま
、
は
で
市

」
り
く
づ
ち
ま
の
働
協
の
代
時
い
し

く
づ
ち
ま
た
し
か
活
を
化
文
や
史
歴

快
た
し
用
活
を
源
資
、
げ
掲
を
」
り

」
全
安
・
心
安
「
る
あ
の
力
活
で
適

さ
な
み
の
民
市
、
に
り
く
づ
ち
ま
な

。
す
ま
い
で
ん
組
り
取
に
も
と
と
ん

　

活
生
民
市
に
特
、
ど
な
境
環
、）
ス

支
け
向
体
団
の
市
本
い
深
の
係
関
に

。
す
ま
い

　

と
こ
る
い
て
し
と
則
原
を
覧
閲
の
で

こ
る
す
信
発
を
報
情
の
新
最
、
ら
か

合
場
の
望
希
ご
を
供
提
の
で
体
媒

。
す
ま
い
て
し
布
配
で
課
画
企
、
は

　

支
に
も
と
「、
り
よ
に
携
連
民
官

く
づ
ち
ま
る
れ
ふ
あ
気
活
、
い
合
え

冊
本
、
め
た
く
い
て
し
進
促
を
」
り

。
い
さ
だ
く
用
活
ご
ひ
ぜ
を
子

成
平

29

版
度
年

　

　
　

で

中
開
公

！

す
ま
し
援
応

ら
か
ぢ
だ
う

！
）
動
活
民
市
（

問

課
画
企

☎
（

82

／
２
６
３
１
・

IP
☎
88

７
０
９
・

4
）

市
陀
宇

　

援
支
り
く
づ
域
地

これからもっと使える !
 マイナンバーカード（個人番号カード）
　　みなさんお持ちですか？
マイナンバーカードは、身分証明書にもなる顔写真付のカード。
宇陀市では、来年２月から全国のコンビニで住民票などを取
得できるコンビニ交付サービスを実施する予定です。

マイナンバーカード　▲表　▼裏

マイナンバーカードで何ができる？
○アルバイトや就職の際に職場に提出する個人番号と本人確認が１枚

でできます。
○免許証などと同様に、身分証明書として使えます。
○住民票・印鑑証明書・戸籍・税証明など全国のコンビニで取得でき

ます。（来年２月から開始予定）
○「e-Tax（電子申告）」を、国税庁ホームページより申請できます。

マイナンバーカード取得の手続きは？
①郵送で　
　 通知カードに同封された申請書に必要事項を記載して顔写真を添

付し、返信用封筒に入れてポストに投函してください。
②スマートフォンで　
　 通知カードに同封された申請書にあるＱＲコードをスマートフォ

ンで読み込み、アプリをダウンロードして申請してください。
　※交付申請書に記載された申請書ＩＤが必要です。     

問  市民課（☎ 82・2143 ／ IP ☎ 88・9076）

マイナンバーとは、　　
国民一人ひとりについた12
桁の番号のこと。この番号で社
会保障や税金などの行政手続
きが行われるよ※申請後、交付されるまで１か月程度かかります。ご注意ください。

　マイナンバーカードや通知カードなど、詳しくは市民課、または各地
域事務所にお問い合わせください。

◀7月現在で、
財政的支援
27項目、人
的支援 6 項
目を掲載
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プレミアム
八っぴー商品券発行！

  申込締切／ 8月18日（金）午後５時必着
※応募多数の場合は抽選

 1 冊 10,000 円で 11,000 円分 !!
　詳しくは今月号折込チラシで！

　

問プレミアム八っぴー商品券事業事務局
　　（宇陀商工会館内）（☎ 82・2211）

　
　

記
日
長
市

▼
6

位
各
員
議
、
り
わ
終
が
会
議
月

だ
た
い
を
見
意
ご
な
ろ
い
ろ
い
ら
か

、
は
で
域
地
各
の
内
市
。
た
し
ま
き

の
と
政
行
、
め
じ
は
を
動
活
会
治
自

く
づ
域
地
で
形
な
々
様
、
ど
な
携
連

。
す
ま
い
て
い
だ
た
い
力
尽
ご
に
り

　た
れ
ま
恵
に
境
環
然
自
、
は
市
陀
宇

化
疎
過
、
が
す
で
ち
ま
い
し
ら
晴
素

ん
進
が
退
減
の
力
活
域
地
が
化
齢
高

。
す
ま
い
で

　

れ
そ
、
も
て
れ
か
お
に
会
治
自
各

緊
に
的
発
突
、
り
あ
が
題
課
に
れ
ぞ

も
と
こ
る
じ
生
が
題
問
る
す
要
を
急

態
事
た
し
う
こ
。
す
ま
い
思
と
る
あ

を
化
強
の
政
行
う
よ
る
れ
ら
え
応
と

も
と
と
ん
さ
な
み
、
て
け
向
に
決
解

考
と
い
た
き
い
て
い
築
を
係
関
頼
信

ん
さ
皆
、
も
と
後
今
。
す
ま
い
て
え

。
す
ま
し
い
願
お
を
力
協
ご
解
理
ご
の

域
地
部
北
州
九
、
に
期
末
の
雨
梅
▼

。
た
し
ま
し
生
発
が
害
災
な
き
大
で

申
を
み
や
悔
お
に
方
た
れ
ら
な
く
亡

早
も
刻
一
、
に
も
と
と
す
ま
げ
上
し

。
す
で
り
か
ば
む
望
を
興
復
・
旧
復
い

れ
な
と
要
必
が
援
支
、
も
て
し
と
市

き
い
て
し
援
応
に
的
極
積
、
ら
な
る

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た

　

対
に
理
管
機
危
、
も
て
い
お
に
市

ば
れ
け
な
か
い
て
え
考
を
制
体
て
し

施
実
で
庁
全
、
年
毎
。
ん
せ
ま
り
な

災
防
の
部
本
策
対
害
災
す
ま
い
て
し

系
揮
指
の
際
の
備
準
難
避
は
で
練
訓

の
応
対
時
常
非
、
し
検
点
を
ど
な
統

。
す
ま
い
て
し
指
目
を
化
度
高

　

宅
自
ご
、
ど
な
る
得
を
報
情
で
」
ン

欲
て
え
考
を
理
管
機
危
の
で
域
地
や

。
す
ま
い
思
と
い
し

　

ど
な
風
台
湾
勢
伊
、
去
過
は
陀
宇

に
害
災
な
模
規
大
、
り
た
わ
に
度
幾

か
面
方
多
、
に
度
の
そ
、
れ
わ
舞
見

な
き
大
に
興
復
旧
復
害
災
の
時
当
ら

、
年
近
。
た
し
ま
き
だ
た
い
を
援
支

い
て
し
生
発
は
害
災
模
規
大
で
内
市

、
が
ん
せ
ま

24

０
０
５
が
量
雨
間
時

ま
し
生
発
が
雨
な
烈
猛
う
い
と
リ
ミ

な
う
よ
じ
同
と
案
事
の
回
今
、
と
す

。
す
ま
れ
さ
定
想
も
態
事

　

し
ま
し
集
特
も
で
報
広
の
号
月
先

ど
、
合
場
な
う
よ
の
こ
、
り
お
と
た

？
か
の
る
す
処
対
う

　

全
安
の
分
自

考
度
一
今
、
を
？
か
の
る
す
う
ど
を

。
す
ま
い
思
と
い
し
欲
て
え

　

長
部
本
策
対
害
災
、
も
ら
か
れ
こ

災
減
、
め
た
す
く
尽
を
善
最
て
し
と

を
力
協
ご
で
の
す
ま
き
い
て
め
努
に

。
す
ま
し
い
願
お

アメリカの方々が宇陀
に来訪されました。グ
ローバルな時代ですね。

 

す
直
見
を
理
管
機
危

方
る
れ
ら
お
が

で
員
議
会
議
び
よ
お
員
職
市
陀
宇
○

方
い
な

審
の
他
の
市
陀
宇
で
在
現
日
募
応
○

方
い
な
で
員
委
募
公
の
ど
な
会
議

】
数
人
集
募
【

人
１

】
間
期
動
活
【

9

2

）
年

開
議
会
の
度
程
回
２
年
、
中
間
期
※

。
す
ま
い
て
し
定
予
を
催

】
酬
報
【

）
る
よ
に
定
規
の
市
（
り
あ

】
み
込
し
申
【

8
月
18

。
で
ま
）
金
（
日

は
た
ま
Ｐ
Ｈ
市
は
く
し
詳

問

。
へ

宇陀市　子育て

問

課
来
未
も
ど
こ

☎
（

82

／
６
３
２
２
・

IP
☎
88

）
０
８
０
９
・

る
れ
ふ
あ
顔
笑
の
ち
た
も
ど
子

　

て
し
指
目
を
ち
ま
い
す
や
し
て
育
子

　

市
陀
宇

議
会
て
育
子
・
も
ど
子

 

員
委
募
公

を

！
集
募

　

画
計
業
事
援
支
て
育
子
・
も
ど
子

27

31

度
年

の
で
ま

5

、
り
た
あ
に
施
実
の
）
間
年

ん
さ
な
み
の
民
市
く
広
に
容
内
画
計

、
に
も
と
と
る
せ
さ
映
反
を
見
意
の

援
支
て
育
子
る
よ
に
働
協
の
と
民
市

子
・
も
ど
子
、
に
め
た
る
す
進
推
を

。
す
ま
し
募
公
を
員
委
議
会
て
育

　

進
の
画
計
業
事
、
は
で
議
会
の
こ

分
の
果
結
、
え
ま
踏
を
ど
な
況
状
捗

役
の
体
団
的
共
公
や
者
験
経
識
学
は

で
ど
な
者
護
保
の
童
児
前
学
就
、
員

。
す
ま
れ
さ
成
構

】
格
資
募
応
【　

方
す
た
満
て
全
を
件
条
の
次

も
ど
子
の
園
就
未
、
で
住
在
内
市
○

成
平

28

度
年

 

金
助
補
援
応
動
活
り
く
づ
ち
ま

業
事

　
　
　
　
　
　

 

　

会
告
報
績
実

を

催
開

！

問

課
援
支
り
く
づ
ち
ま

☎
（

82

／
０
１
９
３
・

IP
☎
88

）
４
９
０
９
・

　

け
受
を
付
交
の
金
助
補
に
度
年
昨

て
し
表
発
を
告
報
績
実
の
体
団
７
た

味
興
に
動
活
民
市
。
す
ま
き
だ
た
い

の
金
助
補
同
、
後
今
、
や
方
る
あ
の

ぜ
、
は
方
る
れ
ら
お
て
え
考
を
請
申

い
さ
だ
く
加
参
ご
ひ

】
時
日
【

8
月
31

１
後
午
）
木
（
日

時
30】

所
場
【

室
議
会
所
役
市
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い
た
き
い
て
え
伝
を
化
文

　
　
　

）
に
切
大
を
い
あ
れ
ふ
の
と
域
地
（

浦
山
　

子
啓

）
場
市
古
野
田
菟
（
ん
さ

菟田野小学校で初めての盆
踊り講習。楽しかったです。

！
気
元
も
も
ど
子
、
心
安
・
全
安

 

食
給
校
学
市
陀
宇

 

日
の
い
さ
や
陀
宇

！

問

☎
（

82

４
８
７
３
・

）

今回、この日に協力してくれたのは、「阿騎
野新鮮野菜直売所」「うたのアグリマート」
「大和高原わくわく宇陀いち」「宇陀ランチプ
ロジェクト」の方々。みなさんからいただい
た声と写真を全学校、幼稚園で紹介させてい
ただきました。

　

成
平
、
は
で
市

27

し
定
策
に
度
年

と
ご
し
・
と
ひ
・
ち
ま
市
陀
宇
「
た

、
目
項
点
重
の
」
略
戦
合
総
生
創

子長
成
に
か
や
健
に
も
と
身
心
が
も
ど

、
め
た
る
図
を
実
充
の
境
環
育
教
る
す

目
を
上
向
の
率
消
地
産
地
食
給
校
学

。
す
ま
い
て
し
指

　

産
内
市
、
ら
か
度
年
昨
て
し
と
環
一

場
地
ど
な
す
や
増
を
量
入
購
の
菜
野

そ
、。
す
ま
い
で
ん
組
り
取
に
食
給
産

野
の
て
全
の
立
献
は
度
年
今
、
で
こ

い
さ
や
陀
宇
「
う
賄
で
産
内
市
を
菜

ま
り
な
に
と
こ
る
す
施
実
を
」
日
の

。
た
し

　

第
の
そ

1

、
て
し
と
目
回

6
月

30

、
校
学
中
小
全
内
市
、
は
に
日

産
市
陀
宇
％
０
０
１
、
で
園
稚
幼

れ
さ
出
が
食
給
た
し
用
使
を
菜
野

。
た
し
ま

　

」
日
の
い
さ
や
陀
宇
「
の
度
年
今

か
ほ
の
こ
、
は

7
月
14

と
日

9
月

8

の
日

3

、
は
立
献
も
れ
ず
い
。
回

。
ス

　

食
給
な
き
好
大
が
ち
た
も
ど
子

産
生
た
れ
さ
出
り
張
に
内
校
、
や

ど
な
真
写
・
ト
ン
メ
コ
の
ら
か
者

し
い
お
の
菜
野
陀
宇
、
て
し
通
を

食
・
然
自
の
域
地
、
め
じ
は
を
さ

理
の
て
い
つ
に
ど
な
業
産
・
化
文

使った野菜は・・
ニンジン、水菜、
タマネギ、
キャベツ、
グリーンアスパラ、
じゃがいも

。
す
で
い
た
い
ら
も
て
め
深
を
解

　

る
い
に
う
こ
向
の
食
給
、
て
し
そ

人
る
わ
関
に
理
調
・
通
流
や
者
産
生

と
こ
る
べ
食
、
や
」
い
想
「
の
ち
た

や
陀
宇
「、
を
ち
持
気
の
謝
感
の
へ

ば
れ
え
ら
も
て
じ
感
で
」
日
の
い
さ

。
す
ま
い
思
と

今回の献立は・・
カレーライス、
野菜サラダ、
プリン、牛乳

野菜おいしい
( ⌒∇⌒ )

も

勤
に
所
育
保
野
田
菟
と
も
と

。
た
し
で
士
育
保
る
す
務

20、
め
じ
は
を
踊
舞
本
日
に
前
ど
ほ
年

て
し
を
り
取
頭
音
の
り
踊
盆
が
夫

頃
の
士
育
保
、
り
あ
も
と
こ
る
い

で
会
み
涼
夕
に
緒
一
と
児
園
ら
か今

地
「
り
よ
校
学
小
野
田
菟、
回

ち
た
も
ど
子
を
り
踊
盆
の
元

を
声
と
」
い
た
い
ら
も
て
え
教
に

の
間
仲
動
活
、
き
だ
た
い
て
け
か

に
と
こ
る
え
教
を
り
踊
盆
に
緒
一

。
た
し
ま
り
な最

な
く
な
少
が
人
る

を
れ
こ
。
ね
た
し
ま
り

り
踊
盆
に
な
ん
み
に
機

夏
、
い
ら
も
て
え
覚
を

ら
も
て
し
加
参
に
り
祭

す
で
い
し
れ
う
ば
れ
え

地
が
ち
た
も
ど
子
。
ね

、
げ
上
り
盛
を
り
祭
に
緒
一
と
域

文
の
り
踊
盆
の
野
田
菟
る
あ
統
伝

。
す
で
い
幸
ば
れ
れ
さ
承
継
が
化輪

。
ね
す
ま
れ
ふ
あ
が
顔
笑
と

歳
百
、
り
踊
盆
や
踊
舞
本
日
も
私

か
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な
操
体

に
気
元
な
ん
み
で
ま
り
寄
年
お
ら

体
身
に
気
元
も
身
自
私
。
す
ま
い

あ
れ
ふ
の
と
域
地
、
は
間
く
動
が

い
た
き
い
て
し
動
活
に
切
大
を
い

。
す
で８

月
16

で
社
神
分
水
太
宇
、
日

涼
納
場
市
古
「
る
れ
さ
催
開

方
の
ん
さ
く
た
は
に
」
り
つ
ま
夏

た
も
ど
子
の
校
学
小
。
す
で
い
た

で
い
し
れ
う
ら
た
れ
く
て
来
も
ち

だ
く
し
越
お
ん
さ
な
み
ひ
ぜ
。
す

。
ね
い
さ
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